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はじめに 

 

 ６５歳以上の高齢者の割合が７％から１４％と２倍に増えるのに、フランスでは 114 年間か

かっているのに比べ、日本は２４年間で達しています。さらに短い１３年間でその率が２１％

に達している日本は、世界の高齢先進国です。 

 また、ICT の目覚ましい進歩は、このような高齢者にとって、利用する者とそうでないもの

の格差をますます拡大させようとしています。結果として情報のつながり、人のつながりが希

薄な、孤立する高齢者の増加が懸念され、医療・介護などさまざまな社会的課題解決の視点と

して、考えていく時にあります。 

 本書は、ICT を活用した QOL(Quality of Life=社会的に見た生活の質)の向上を支援する活

動として、平成２１年度に取組みを始めた、「富山市シルバー情報サポータ活動」を紹介して

います。この活動は、高齢になっても情報のつながり、人とのつながりを保ち、社会との多様

な接点を通じて出番や生きがいをもった生活を送ることができるよう、さまざまな工夫を行っ

ています。ICT が高齢者の格差を拡げるだけでなく、むしろ、人との情報交流や社会参加に積

極的になることに役立つことも示しています。活動の成否は、いつでも身近に使える ICT と、

地域の人のつながりを育てる運営にあります。本書の事例が、高齢者の QOL向上を目指す地域

の取組みに、少しでも役立つことができれば幸いです。 

 

     平成２７年３月    

   

          特定非営利活動法人 地域学習プラットフォーム研究会        

                         柵  富雄  
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1．高齢者の QOL向上と ICTの活用について 

 
少子高齢化が進む中、富山県内では高齢者総合福祉プラン（富山市）などを策定し、高齢

者の方々がいつまでも健康で、人と人とのふれあい・支え合いを大切にしながら、それぞれ

の地域でいきいきとした生活を送ることができる地域づくりを目指しています。 

一方、ひとり暮らしのお年寄りや、高齢者のみの家庭は増え続けています。縦社会、横社

会の関係が疎縁になっていることから、地域におけるコミュニケーションや助け合いも希薄

化し、高齢者の社会的孤立が大きな問題になっています。 

 

（１） 高齢者の社会的孤立 

  内閣府が実施した高齢者の生活実態に関する調査（2009年）では、社会的孤立が懸念され 

 る高齢者には、次のような特徴が見られるとしています。 

・ 「会話の頻度が少ない」 

 一人暮らし、借家、都市部に多い 

・ 「困った時に頼れる人がいない」 

 一人暮らし、男性に多く、借家は持ち家の人の４倍になる 

・ 「社会活動への参加や交流が少ない」 

 一人暮らし、男性に多く、暮らし向きが苦しい人、健康状態が良くない人ほど低調 

  このように、社会的孤立は一人暮らし、借家等、住まいの状況に大きく依存するとされ、   

 その中でも男性の割が高い傾向があります。（参考：ニッセイ基礎研レポート 2012 年 7月） 

 

（２） 高齢者にとっての QOL 

 次に、このような一人暮らしの高齢者の生活実態と QOL（生活の質）はどのような状況で

しょうか。内閣府が行っている「世帯類型に応じた高齢者の生活実態に関する意識調査」で

は、一人暮らしの高齢者の状況は次の通りとなっています。 

 

      図１ 高齢者の世帯類型別の生活実態（平成 18年、内閣府）  単位：％ 

 

0 10 20 30 40 50

心配事の相談相手がいない 

近所づきあいがない 

現在の生活の満足度 

日常生活での心配事がある 

将来への不安をとても感じる 

健康状態が良くない、あまり良… 

家計が苦しく非常に心配である 

グループ活動に参加していない 

一般世帯 
夫婦のみ世帯 
一人暮らし世帯 
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・ 健康状態が良くなく、日常生活に不安を持つ人が多い 

・ 近所づきあいがなく、心配事の相談相手がいない人が多い 

・ 一人暮らし世帯の約４割は、グループ活動に参加していないなど、積極的に人と関わろ

うとしていない 

 このように、高齢者の社会とのつながりの薄さと、健康や生活の満足度など高齢者の QOL

が大きく関係していることが分かります。 

 研究者によると、幸せに寄与する度合いとして最も大きいのが「人間関係」であることが

有力視されています（大石繁宏「幸せを科学することは可能か」、岩波書店「科学」Vol.80,2010

年 3月）。社会とのつながりは、高齢者の「幸福度」を左右する大きな要素と言えます。 

 

（３） 高齢者と ICT 

インターネット利用は、50歳まではほぼ横ばい（飽和状態）であるのに比べ、60歳以上

は年々確実に増加しており、高齢者のインターネット利用は自然増する状態と言えます。 

 

     図２ 年代別インターネット利用状況（平成２４年、総務省通信利用動向調査より） 

 

高齢者にとって、インターネットの普及で、生活に必要な情報の入手、必要な生活物品の

購入、インターネットを活用した交流から活躍の場の創出など、安心で安全な生活の確保や

生きがいにつながる可能性が高くなると考えられます。 

一方で、内閣府の調査（高齢者の地域社会への参加に関する意識調査、2013）では、高

齢者が地域社会に参加する環境としてパソコン等の情報端末の活用が課題となっています。

また、近年の ICTの普及に対して感じることとして、使える人とそうでない人の格差がます

ます広がるという問題点を挙げる高齢者も多くいます。（平成２４年、NPO 法人地域学習プ

ラットフォーム研究会調査） 

 高齢者の ICTの活用能力の修得が期待される中、スマートフォンやタブレット端末などの

普及により、これまでパソコンを活用しにくかった高齢者も容易にインターネットを活用す

ることができるようになっています。 
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（４） ICT を活用している高齢者の意識 

  スマートフォンやタブレット端末を実際に活用している高齢者にアンケート調査を行ったと 
 ころ、次のような結果が出ています。 
 
  質問１ スマートフォンやタブレットを活用することで、どんなことが良くなりましたか？     

 

 図３ スマートフォン、タブレットを利用して良かったこと（平成２４年、地域学習プラットフォーム研究会） 

 

  必要な情報を調べることに活用するという回答が最も多いが、仲間づくりや交流の広がり

など、社会参加への活用も挙げられています。「適度な間合いを持って交流する」というイ

ンターネットの特徴を生かした活用も見られます。 

 

  質問２ インターネットを使うようになって、どのような変化を感じていますか（複数可） 

 

    図４ インターネットの利用による変化（平成２４年、地域学習プラットフォーム研究会） 

  人との交流や自身の経験・知識を生かす機会など、社会参加について積極的になったとす   
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 る回答が見られます。 

 このように、高齢者にとって ICT機器やインターネットを活用することは、社会参加にも

役立つことが明らかとなっています。 

 

（５） 安全・安心な ICT活用 

  インターネット利用の増加とともに、「個人情報の悪用」や「ネット犯罪」などの社会問

題の増加が懸念されています。高齢者の中にはこれらを心配してインターネットの利用を敬

遠する人もいます。 

 近年、高齢者の特殊詐欺被害が急増しています。被害者の対応にあたる警察署の担当官は、

被害者に共通することとして、人のつながりが希薄なことを注視しています。増え続ける特

殊詐欺への対策として、いつでも気軽に相談できる人のつながりと、コミュニケーションの

手段を持つ事の大切さを指摘し、その手段としての ICT の活用が注目されています。安心・

安全な ICTの活用能力を修得しながら、人のつながりをつくる方策が期待されています。 

 

（６） 高齢者の社会参加促進 

  高齢者の社会参加を促進する取組みを考えてみましょう。 

  ニッセイ基礎研究所では、次の観点を挙げています。 

・ 高齢者が集えるコミュニティ形成の施設空間の整備（ハード） 

・ 多世代が交流するためのプログラム（ソフト） 

・ 人や地域とのつながりを創りだすコミュニケーション能力の涵養 

 この内、高齢者の利用を図る公的施設はさまざまな形で整備が進んでいますが、その利用

者は偏りがちです。社会参加に消極的な高齢者の利用を促すには、「出かけてみたくなる」

関心事を用意するなどの工夫が必要です。また、上からの目線でプログラムされた交流会に

参加し、初めての人との交流を強いられることに抵抗を感じることも少なくないと言われま

す。さらに、現役時代の縦社会、企業文化からようやく解放された、特に男性の高齢者にと

って、横社会、地域社会でのコミュニケーションを苦手とする高齢者も多くいます。多世代

の交流にも、働き盛りや若者との共通的な話題と、上下関係にならない場づくりに工夫が必

要です。 

 このような問題意識の上で、高齢者の社会参加に役立つ ICT の活用を考えてみたいと思い

ます。 

  まず、「関心事」としてスマートフォンやタブレットの活用を考える事ができます。実際

に街中のパソコン教室には、これらの活用を修得しようとする高齢者が増えています。また、

働き盛りや若者と同じものを持つ事で、共通の話題となり若者から学ぶという謙虚な関係も

生まれることも期待できます。 

  高齢者同士も、覚えはじめたスマートフォン、タブレットの活用を教え合う、横の関係づく

りにも役立つことが考えられます。このような教え合う関係は、ネット上でのコミュニケー

ションにも効果をもたらし、さまざまな関心事や心配事を交わすコミュニティへと発展でき

る可能性が生まれます。このような教え合う場は、施設に集う時だけでなく、インターネッ

トを介した交流の場＝ネットコミュニティ（この場合、グループ参加者に限定）を効果的に
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活用することが考えられます。前述のスマートフォンやタブレットを活用している高齢者へ

のアンケートに見られるように、「適度な間合い」をもって交流することができ、「人との関

わりが楽になった」、「人との交流に積極的になった」という回答はその表れと見る事ができ

ます。 

  高齢者のインターネット利用が今後増加する中で、ぜひ ICTを効果的に取り入れ、高齢者

の社会参加の促進に取組んでいきましょう。 

 

２．ICT を活用した高齢者の QOL 向上活動の実際 

   -富山市シルバーサポータ活動の実践例より− 

 
  ICT を活用して、実際に高齢者の社会参加の促進と QOL の向上に取組んでいる事例を紹

介します。 
  NPO 法人地域学習プラットフォーム研究会では、富山市や富山大学、富山インターネッ

ト市民塾等と連携して、「富山市シルバー情報サポータ活動」（事業名称：情報バリアフリー

で高齢者を元気にする富山市シルバー情報サポータ活動事業）に取り組んでいます。平成２

２年に総務省「ふるさと元気事業」への採択を受けて取組みを始めています。 
 
（１） 活動の目標 

 平成２２年、「富山市シルバー情報サポータ活動」が発足した。富山市を活動エリアとし、イ

ンターネット市民塾に参加する幅広い世代がサポータとなって、高齢者のＩＣＴ活用を支援して

いる。活動のねらいは、高齢者の情報バリアフリーを図り、積極的な地域参加を促し、生き生き

とした暮らしにＩＣＴを役立てようとするもので、次のようなステップを活動目標としている。 

・ 高齢者がＩＣＴ機器の便利さへの関心

を持ち 

・ その中で得られる情報活用への関心 

を高め、 

・ その情報を生かした街なかへの外出と

地域社会との関わりを促し、 

・ 高齢者が持つ豊かな経験・知識を地域 

  社会に役立てる社会参加を促す 

 

（２） 活動の基盤 
  この活動は、インターネット市民塾のコミュニティを基盤に発足しています。インターネ

ット市民塾は、インターネット時代に向けて社会人が学び合う知識交流コミュニティとして、

平成 10 年に開発されたもので、ICT を活用して市民講師として活躍する働き盛りが多く参

加しており、この活動のサポータとしての参加が見込まれていました。また、インターネッ

ト市民塾の受講者や講師には、高齢者も全体の約３割と多く参加していることから、ICT
を活用する高齢者の先輩としてアドバイザーとしての協力を求めました。 

 

図５ シルバー情報サポータ活動の全体図 
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（３）活動の概要 
 １）ICT 活用の初めの一歩 

  まず初めに、高齢者がＩＣＴ機器への関心を持つ手立てとして、広く普及してきたスマートフ

ォン（iPhone）、タブレット端末（iPad）を活用することとしました。これらの機器は、近年ユ

ーザビリティの向上がめざましいものの、高齢者には「新しいものは難しい」という先入観が敷

居となっているようです。これを和らげ簡単に活用して便利さを体験するため、これらの機器を

使って身の回りの出来事や日々の気持ちを発信する「つぶやき」から始めています。「つぶやき」

を利用した活動は、仕事を持ちボランティアとしてこの活動に参加

している者が多い情報サポータも、ネットを通じていつでも高齢者

の ICT 活用をサポートし、同時に「つぶやき」に耳を傾ける傾聴活

動を行うことができるようにするものです。 

２）情報サポータの活動 
情報サポータは、ネットとフェイス・ツー・フェイスによるこ

れらの機会を通じて、街なか情報をシルバーに積極的に提供して

います。一方、街なかに設置されている情報サイネージ端末には、

活躍する高齢者を紹介する映像や、高齢者が参加しやすいイベン

ト情報などを表示し、地域参加を促しています。  
このように、情報サポータはＩＣＴの活用を通じて高齢者の外出機会を積極的に作り、引

きこもりの防止と、社会との関わりを持つ機会を作っています。 
３）高齢者が集える交流の場づくり 
  ネットでの「つぶやき」、その傾聴と合わせて、シルバー  
 と情報サポータが一堂に集まる交流会を定期的に開催してい

ます。交流会では、情報サポータから、生活の中に便利に役立

てている事例「iPhone と私」の発表や、「つぶやき」を使って

企画したバーベキュー交流会を開催するなど、フェイス・ツ

ー・フェイスの交流も徐々に盛んになってきました。日頃ネッ

トでお互いの「つぶやき」に関心を持ちつつ、初めから親しく

交流しにくいシルバーも、共同体験を通じて、サポータやシル

バーの人柄に触れることで、ネットでの「つぶやき」も一層活発化しています。 
４）交流の発展 
 スマートフォンやタブレットの活用方法について関心が高

まるにつれ、また、シルバーのフェイス・ツー・フェイスによ

る交流が定着するにつれ、シルバーがお互いに学び合う機会を

作りたいと、毎月第１、第３火曜日に「ＩＣＴ茶論（サロン）」

が開催されるようになりました。スマートフォンやタブレット

を活用する知識・経験は、シルバーのひとり一人に差があり、

些細なつまずきも気軽に学び合う関係は、お互いの信頼関係を

育てることにも結びついています。   

写真１「つぶやき」の画面 
 
 

写真２ 街なか情報端末 
 
 

写真３ マン・ツー・マンでサポー

トを受ける「ICT 茶論（サロン）

の様子 
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この「ＩＣＴ茶論（サロン）」に、富山大学の協力を得て学生も加わり、２世代離れた学生

からマン・ツー・マンで学ぶ光景が見られるようになりました（写真２）。大学生は、この活

動への参加を通じて、高齢者の ICT 活用教育の研究にも役立てようとしています。 
 
（４）参加者の状況 

このサービスに参加するシルバーは、スマートフォンやインターネットの活用に関心を持

って自発的に参加を申し込んだ者のほか、一人暮らしを心配し離れて住む家族から勧められ

て申し込んだ者もいます。サービスを受けてきたシルバーの中には、ICT 機器を活用して自

立的に活動を始める「卒業生」や、サービスを提供する情報サポータに転身するケースも見

られます。現在、サービスを受けているシルバー、情報サポータを合わせて約４０名が活発

に活動しているほか、インターネット市民塾で活躍している高齢者を「シルバー情報アドバ

イザー」として登録し、ICT を活用して活躍する高齢者の良き手本役として、また、情報サ

ポータの相談役を担っています。 
 

３. 富山市シルバー情報サポータ活動の導入と運営  

－今後の取組みへの参考として－ 
 一人暮らしの社会的孤立の問題が顕在化するにつれ、富山市で始まった富山市シルバー情

報サポータ活動に対して、各方面からの視察や同様の取組みを始めたいという声が出ていま

す。学識者等で構成する高齢学研究グループや、高齢者のアクセシビリティ研究グループな

どの視察が相次いでいます。茨木市（大阪府）では、視察後に同

市のシニアカレッジが中心となって、同様の活動の立ち上げの準

備を始めています。 
 富山市に隣接する立山町では、男性高齢者の引きこもりが健康

をはじめはじめとしたQOLの低下などさまざまな問題に結びつ

くとして、対策を検討していたとのことでした。同町から、富山

市での活動の一部を試行したいとの要請を受け、これに応じて

「ICT 茶論（サロン）」の「出前」を行っています。（写真４）。 
 そのほかの各地でも、今後富山市シルバー情報サポータ活動に

類する活動を取り入れようとする動きが考えられます。そこで、

富山市シルバー情報サポータ活動における、立ち上げから活動育

成の取組みをまとめ普及の参考に供します。 
 
（１） 活動の基盤づくり 
 活動は、高齢化がもたらす地域課題、

とりわけ高齢者のつながりと社会参加に

関する問題意識を共有することが原点に

なります。インターネット市民塾には、

これまでも働き盛りから高齢者まで幅広

い世代が、ICT を活用して市民講師など

写真４ 出前講座の様子 

図６ 富山市シルバー情報サポータ活動の運営基
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の社会活動を行っており、高齢者の社会参加と元気づくりの実践を支援していましたが、問

題意識を共有し地域ぐるみで取組むため、関係する産学官の連携・協力体制を構築すること

から始めました。関連する行政部門は、高齢福祉行政のほか、都市計画、介護保険、教育な

ど広範囲にわたりますが、富山市では長寿福祉課と都市計画課からの参画を得ています。ま

た、高齢者との接点を多く持つ社会福祉協議会、ICT 教育を研究する富山大学人間発達科学

部、高齢者の機能障害の支援を研究する同大学工学部からの参画を得ました。開発段階では、

障害者のバリアフリー支援を手がける NPO、ユニバーサルデザイン研究機関にも開発協力を

求めています。 
 活動の企画・開発は、各地で社会人の学習支援・知識交流コミュニティの研究開発を手が

けてきた、NPO 法人地域学習プラットフォーム研究会が事務局を担い、実践協議会を立ち上

げています。（構成メンバーは資料編を参考ください） 
 この実践協議会は、開発段階では活動の設計に対してさまざまなアイディアを集め、活動

の開始にあたって関係機関の調整機能を担っています。運営段階に入ってからも定期的に会

合を持ち、活動を見守っていただいています。 
富山市での取組みは、既存に類似する活動が見られなかったことと、中核市として広範囲な

取組みになることから、このような活動基盤づくりを行いましたが、地域や活動範囲の絞り

方によって、活動の基盤づくりは柔軟に考えていただきたいと思います。 
  実際の活動を担う情報サポータやスタッフは、主にインターネット市民塾に参加する市民や

事務局スタッフがあたっています。これらのボランタリーな協力がなければ実際の活動は進

みません。 
  協力を申し出ていただいた情報サポータが、お互いに連携して活動に取り組むことができる

よう、「情報サポータ会」を結成しています。リーダとなっていただく方の候補を挙げ、規約

案を提案しミーティングを開き発足しています。（規約は資料編をご覧ください） 
 
（２）情報サポータ、スタッフの研修 
 活動の推進役となるサポータ、事務局スタッフは、取組みにあたって予備的な勉強会やサ

ポータ研修を実施しました。日頃 ICT を活用してそれぞれの活動を行っているメンバーです

が、高齢者の対応については必ずしも十分に対応できるとは言えません。具体的には「傾聴

行動」を行うには、知識や経験が必要なこと、ICT についても、自身で活用することには問

題はなくても、他者、とりわけ高齢者に分かりやすく教えるには、教え方について修得して

おく必要があります。 
 これらの検討をもとに、次のような研修プログラムを開発し実施しています。 
① 高齢者の生活サポートや生きがいづくり、高齢者とのコミュニケーション、コーチング等の実践方

法等に関する育成研修 

講師は、高齢者の生活サポート、コーチング、メンタリング等のコミュニケーション等に豊富な指

導経験を持つ、富山市社会福祉協議会等の職員を招へい 

② ICTを活用した高齢者の ICT活用に関する育成研修の講師は、高齢者の ICT利活用教育に豊

富な実績を持つインストラクターを招へい 

③ 育成プログラムは 3 回に分けて集合研修を実施 
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講義研修の終了時には高齢者を想定した模擬サポートを行い、課題等の理解を深める 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ OJT 研修 

     実際に高齢者へのサポータ活動を開始する初日は、iPhoneを使った

「つぶやき」の利用方法をマン・ツー・マンで教え、その教え方について改

善点や工夫を洗い出し、以降の活動に反映しています。 

    情報サポータ活動期間中は、随時状況をモニターするとともに、必要

に応じて個別アドバイスを実施しています。 

    また、活動の状況の定期的な報告を求め活動の分析行い必要に応

じて個別にアドバイスしました。 

 

（３）ソーシャルネットワークサービス Twitterを利用した「つぶやき」 

  「つぶやき」は、情報サポータと高齢者が短い言葉で情報を伝え合い共有するもので、高

齢者が身近な出来事や日々の想いなどをつぶやき、情報サポータがインターネットを介して

傾聴することで、「見守り」や「つながり」を育てる役割を持つとともに、日常的に ICT機

ねらい 主な内容、時間数 講師（候補） 開催日、会場

シルバー情報サポータ
入門

シルバー情報サポータ事業の共
通理解
シルバー情報サポータの相互理
解、コミュニティの素地づくり
高齢者の多様な状況を理解する
高齢者の生活の楽しみ方を考え
る
高齢者の生きがいづくりを考える
高齢者の社会参加を考える
高齢者との良好なコミュニケー

1回／2時間

・自己紹介
・事業全体説明（実践協議会）
　シルバー情報サポータの役割・範囲につい
て
・富山市における高齢者の生きがい施策に
ついて（社会福祉協議会）
・高齢者との接し方（社会福祉協議会）
・状況に応じたサポータの対応マニュアル

実践協議会
富山市社会福祉協
議会職員

10月16日（土）
タワー111ビル

　２１F

ICT活用基礎編

・iPhone iPadの基本的な扱い方
を知ってもらう
・今事業への意欲向上を図る

1回／3時間

・iPhone、iPad基本操作実習
・活動内容について
・ツイッターアプリ実習
・その他アプリ実習

高齢者ICT利活用イ
ンストラクター、補助
員

10月16日（土）
タワー111ビル

　２１F

ICT活用実践編

・「高齢者とのICTコミュニケーショ
ン」の特性を知る
・サポーター間の関係づくり
・活動開始に向けての準備

1回／2時間

・ネットコミュニケーションと高齢者の特性
・ロールプレイ実習
・サポーターディスカッション
・スケジュール確認と質疑応答

高齢者ICT利活用イ
ンストラクター、補助
員

【第1回】10月21
日（木）
タワー111ビル
　２１F
【第2回10月23
日（土）
タワー111ビル
　２１F 】

表１ 情報サポータ研修プログラム 

写真５ 情報サポータ研修の様子 

写真６ 活動初日に高齢者の 
スマートフォン利用を説明する
情報サポータ 
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器を利用し、その活用に慣れ親しむためのきっかけづくりとしているものです。また、情報

サポータや事務局スタッフからの

情報提供としても活用するもので

す。 

  「つぶやき」は、ソーシャルネ

ットワークサービス Twitter を利

用しています。高齢者が安心して

気軽につぶやくことができるよう

Twitterの利用 IDは非公開とし、

活動参加者の間でのみ利用 IDのフ

ォロー関係を設定しています。専

用のシステムを構築することなく

「つぶやき」を運営することでラ                         

ンニングコストを抑えることに役

立っています。 

 

（４）活動のために用意したスマートフォン、アプリ等 
   ICT の活用について、高齢者からいつでも活用の相談を受

ける事ができるよう、情報サポータと高齢者のそれぞれに「つ

ぶやき」アプリをインストールした iPhone を用意しました。

また、高齢者には在宅でさまざまな情報を受ける事ができる

「ふるさと元気情報」アプリをインストールした iPad を配

布しています。  
   それぞれのアプリ開発にあたっては、高齢者がスマート

フォンやタブレットを操作しやすくするため、高齢者のアク

セシビリティ、ユーザビリティ研究の専門家が参画していま

す。 
   iPhone および iPad は、活動開始時に参加いただいた情

報サポータ、高齢者、およびスタッフに必要な台数を用意し

貸出しました。一つの端末を複数で共用することも考えられ

ますが、日常的に活用できることで ICT 機器に慣れ親しむと

いうねらいと、情報サポータのつながりを持つために、一人

１台の環境を用意しました。その後、活動参加者の増加にと

もない、これらの端末を自身で購入する例が増え、持ち込ま

れた端末に「つぶやき」アプリや「ふるさと元気情報」アプ

リをインストールしています。 
 ＊開発したアプリは、今後活動を始める地域から希望があれ

ば提供します。ただし、現時点では iOS（Apple 社のスマー

図７ Twitter を利用した「つぶやき」ネット 

写真８ 高齢者の利用のために 
開発した「つぶやき」画面 

写真７ タブレット用「ふるさと元気情報」 
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トフォン用 OS）以外では利用できません。また、利用者のアカウント管理等はそれぞれ

の地域で行う必要があります。詳しくは当研究会までお問い合わせください。 
   
（５）「つぶやき」を利用した情報サポータの活動 

情報サポータは、「つぶやき」を利用してスマートフォンやタブレット等、高齢者の ICT 機器の活

用を促すとともに、高齢者の外出機会に結びつく街なか情報などを提供する役割を持っています。

（図８、図９） 

また、高齢者の身近な出来事や日々の想いに耳を傾ける「傾聴」も大切な役割です。 
   高齢者が気軽に ICT 機器の活用方法を質問し、日々の想いを情報サポータに耳を傾けてもらえ

るような関係を育てるため、当初は高齢者それぞれに情報サポータを割り振る担当制としました。こ

の担当制は、のちに活動登録者が全員で対応する形に変更しましたが、活動の助走期では効果

的な体制でした。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８ 「つぶやき」を利用した情報サポータ活動の概要 

図９ 「つぶやき」を利用した高齢者への声かけ 
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さらに、高齢者がお互いに

ICT 機器の活用方法に関心を

持ち、関心事や日々の情報を

交わし合うことで、つながり

を育てることにも「つぶやき」

を役立てています（図１０）。 

 

 

 

 

 

 

 

（６）ネットとフェイス・ツー・フェイスの併用 

   すでに紹介しましたように、

情報サポータ、高齢者が一堂に集

まる交流会や、「ICT茶論（サロン）」

など、フェイス・ツー・フェイス

の場を設けています。 

インターネットを介した「つぶや

き」を効果的に組み合わせること

で、ICTを活用した QOLの向上と、

人のつながりによる QOL向上が相

乗的に図られるよう、それぞれの

活動の連携を意識して取組んで

います。 

 

（７）自律的なコミュニティ活動へ 

 高齢者の自発的な活動として「ICT 茶論（サロン）」が活発化してきたことをふまえて、

富山市シルバー情報サポータ会の運営も高齢者の自律的な活動に発展していきました。イン

ターネット市民塾で長く市民講師として活躍してきたリーダを中心に、会の活動を推進する

役員が選ばれ、活動の年度計画も作られるようになりました。その年度計画では、活動方針

として毎回の「ICT 茶論（サロン）」に二つの約束事を決めています。ひとつは、ひとり一

人の ICT 活用力には個人差があり、あえて統一的な目標を持たない代わりに、毎回どんな

簡単なことでも、ひとつだけ新しいことを覚えることです。終了時には、一人ひとりが今日

のサロンで学んだことを発表しています。もうひとつは、先生と生徒の関係をあえて作らな

い「めだかの学校方式」です。お互いに学び合う事で、小さなことも気軽に相談し一緒に考

える関係を作るとともに、人との楽しい関わり方を目指すものです。シルバーは楽しそうに

学ぶことについて、リーダは「われわれシルバーが、ＩＣＴを使って生活を楽しんでいると、

図１１ 高齢者の QOL 向上のための活動の連携 

図 10 「つぶやき」を利用した高齢者のつながりづくり 
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子どもや孫たちが将来に希望を持ち、歳を重ねる目標になる」と言います。その次世代への

温かい心の表れとして、シルバーから、就活を迎える大学生に模擬面接を行おうという提案

が出されました。模擬面接では、厳しくも温かいシルバーの言葉に、大学生も「本番」に向

けて得るものが多かったと言います。 
 
（８）活動の成否はコミュニティづくり 
  高齢者に見られる傾向として、決められた事に対して押し付けられたという感情や、時間

や目標を示されることに抵抗感を持つことが、多少なりともあるのではないでしょうか。そ

のことを理解した上で、活動が軌道に乗り、自発的な活動に発展していくためのキーポイン

トは、情報サポータや参加者のコミュニティ形成と言えます。そのための地道なコミュニテ

ィ育成を進める裏方（スタッフ）の努力は不可欠です。 
 

４. まちづくりに果たす高齢者の役割、ICTの役割 

富山市では、高齢者単独世帯が 8,000 世帯以上あり、今後、高齢化、核家族化が進むにつれ、

さらに増加すると予想されています。富山市は、高齢者福祉施策の一番初めに「社会参加と生

きがいづくりの推進」を掲げ、「高齢者が自ら活動する意欲と交流する喜びが持てるまちづく

りに努める」としています。 
本書で紹介した「富山市シルバー情報サポータ活動」は、高齢者の社会参加と生きがいづく

りによる、まちづくりのソフト事業に位置づけることができます。趣味・文化活動やスポーツ・

レクリエーション活動にはない、一歩踏み込んだ社会参加であり、住んでいる町の古い歴史を

知る高齢者ならではの社会参加と言えます。 
その高齢者の出番づくりに役立っているものとして ICT の活用があります。ICT の進展は、

高齢者にとってマイナスとして捉えられることが多く聞かれます。しかし、ICT を活用した高

齢者の出番づくりは、社会参加の意欲を高めています。「富山市シルバー情報サポータ活動」

のリーダである A さんは、定年後に社会から期待される役割を見出し、ついに 70 歳にして起

業しました。その過程にインターネットによる地域の市民との新しい関わりがありました。イ

ンターネット市民塾で講座を開催することで、自らの知識、経験が地域に役立つことに気付き、

地域で働く目標に結びついています。起業した仕事は、「高齢者がいつまでも生き生きと笑顔

を保つ」ための健康指導です。高齢者の生活の質（QOL）を高めることに、ICT が役立ってい

る好例と見ることができます。A さんにとって、ICT はバリアではなく、楽しく働き社会に役

立てるものとなっています。 
高齢者の社会参加を促進することは、高齢者が持つ豊かな知識と経験が生かされる機会の促

進となり、次世代への知の伝承にも結び付きます。そのような知の伝承は、まちづくりにとっ

て無形資産となり、「内容のある」まちづくりに活かされる可能性を持つものです。 
高齢者の豊かな知識と経験が生かされ、生きがいを持てるまちづくりには、高齢者の出番づ

くりをどのように図るかは大変重要です。世界一の長寿国日本では、このような出番づくりに

役立つ ICT の活用と市民のコミュニティを育てることが、まちづくり施策に一層求められるの

ではないでしょうか。 
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１． 富山市シルバー情報サポータ会の設立 
１．1 富山市シルバー情報サポータ活動の運営基盤 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．２ 「富山市シルバー情報サポータ活動事業」 実践協議会 委員名簿 

氏 名 所属団体・役職等 役割等 

山西  潤一  富山大学人間発達科学部 教授 
実践協議会代表                       

事業の推進に関する関係機関等の調整を総括 

黒田    卓  富山大学人間発達科学部 教授 
ICT利活用の評価・改善等に関する提案、指導、

助言 

中島  一樹  富山大学大学院 理工学研究部 教授 高齢者の支援方法等に関する指導、助言 

関根 千佳  株式会社ユーディット 代表取締役 
ユニバーサルデザインによるICT利活用等の提

案、指導、助言 

石井 達也  富山市 福祉保健部 長寿福祉課長 
高齢者の生活、生きがいづくり行政の立場から

の富山市関係機構の連絡調整、および事業支援 

角井 義忠 
 社会福祉法人 富山市社会福祉協議会 

 地域福祉課長 

高齢者の福祉サービス提供機関の立場からの

連絡調整、および事業支援 

能登 和敏 
 NPO法人 

 ネットワークアシストたかおか 会長 

障害者のバリアフリー支援実践者の立場から

の提案、指導、助言 

能作 靖雄 富山市シルバー情報サポータ会 会長 富山市シルバーサポータ会からの意見、提案等 

柵    富雄 
 特定非営利活動法人 

 地域学習プラットフォーム研究会 理事長 
事務局 
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１．3 富山市シルバーサポータ会運営規約  
平成 23年 6月、活動を支えるサポータの組織化を行い、運営規約を定め発足した。 

 

富山市シルバー情報サポータ会運営規約 

第 1条（名称） 
 本会の名称は「富山市シルバー情報サポータ会（以下「情報サポータ会」）と称する。 
第 2条（事務所） 
 本会の事務所を、富山市五福 3190号に置く。 
第 3条（目的） 
 本会は、高齢者等が ICT（情報通信技術、以下略）の利便性を享受するとともに、ICTを活用した次世代への応援
や地域活動に参加することを支援し、高齢者等が役割と生きがいを持ち元気に暮せる地域社会づくりに貢献するこ
とを目的とする。 
第 4条（事業） 
 本会は、前条の目的を達成するために、次の活動を行う。 
（１）ICTを活用した高齢者等のコミュニケーションの支援 

 （２）ICTを活用した高齢者等の情報バリアフリー化の支援 
 （３）ICTを活用した高齢者等による市民塾講座開催等の支援 
 （４）ICTを活用した高齢者等による子育て応援等の支援 
 （５）ICTを活用した高齢者等による高齢者の見守り活動等の支援 
 （６）その他 ICTを活用した高齢者等を支援するサービスの提供 
 （７）情報サポータ研修の実施 
 （８）活動に必要な情報端末機等の貸し出し 
 （９）普及啓発  
第 5条（構成、入会資格） 
 本会は、シルバー情報サポータおよびシルバー情報アドバイザーにより構成する。 
２ シルバー情報サポータは、第 3 条（目的）に賛同し、第 4 条（事業）のいずれかの活動にボランタリーに関わ
る者とする。 

３ シルバー情報アドバイザーは、第 3 条（目的）に賛同し、シルバー情報サポータの活動を助言・援助する者と
する。 

４ シルバー情報サポータは、本会での活動を希望する者が、別に定める研修を修了し、役員が認定した上で、会
費を納めた者とする。 
５ 事務局を、富山インターネット市民塾推進協議会に置く。 

第 6条（役員） 
本会運営のために、次の役員を置く。 

 （１） 代表  1名 
 （２） 副代表 2名 
 （３） 会計  1名 
 （４） 監事  1名 
２ 代表は本会会員の互選とし、総会において選出する。  
３ 副代表及び会計は代表が任命する。 
４ 監事は、会員の中から選出する。 
５ 第１項の各役員の任期は原則２年とし、再任を妨げない。 
６ 各役員の職務は、次のとおりとする。 

 （１）代表は、本会を総括する。また、会議を招集する。 
 （２）副代表は、代表を補佐し、代表が不在のときは、その職務を代行する。 
 （３）会計は、本会の会計事務および事業記録を掌握する。 
 （４）監事は、本会の会計監査および会務の監査をする。 
第 7条（会議） 
 本会の会議は、年 1回開かれる総会とする。ただし、必要に応じて臨時総会を開催する。 
２ 総会は、会員の過半数の出席で成立する。 

第 8条（年会費） 
 本会の会員は、別に定める会費を納入する。 
２ 会費は、本会の事業実施に係る運営に充てる。 

第 9条（会計年度） 
 本会の会計年度は、毎年 4月 1日から翌年 3月 31日までとする。 
第 10条（変更） 
 この規約は、総会において出席者の 3分の 2以上の賛同があれば変更できる。 
 
付則 1 この規約は平成 23年 6月 10日から発効とする。 
   2 平成 23年度の会計期間は、平成 23年 7月 1日から翌年 3月 31日までとする。 
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１．4 募集パンフレットの事例 

（A）富山市シルバー情報サポータの募集パンフレットの事例 

  表面 

 
裏面 
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（B）シルバー（情報サポータ活動の利用者）の募集パンフレット 

 事例１ 

   

事例２ 
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２ 富山市シルバー情報サポータにおける平成２６年度の活動状況 
２．１ 富山市シルバー情報サポータ会の会員 

会員の状況は以下の表の通りで、今年度は 6名の新規加入者があった。 

 また、学生サポータは卒業と新入でメンバーの入れ替えがあるが複数名が年をまたいで

継続して参加してくれている。 

 
富山市シルバー情報サポータ会会員 33 名 
学生サポータ 9 名 
事務局 2 名 

各自が Twitterの IDを持ち、つぶやきで日常的に交流を行っている。 

 

２．２ ICT 茶論、交流会の実施状況 
 

（１）ICT茶論参加者の声 

・毎月第 1火曜日と第 3火曜日の 15時から 16時 30分までを固定化して実施している。 

これによって参加者が自分のスケジュールを立てやすくなった。 

・毎回時間割を定めて実施している（めだかの学校、発表、今日の目当て、今日の学び） 

・自分の都合のいい時に出席できる。 

・自分の疑問が無くても顔をだせる雰囲気である。 

・ICT ではない事柄でも話題にできる。 

・今日の ICT茶論で得た事、気付いたことを全員で一言ずつ発表するので、様々な刺激と

なる。 

※ ICT 茶論の参加者が増加し、毎回楽しい雰囲気となり結果として、有意義な顔の見える

交流が可能となった。 

 

  ※iMovie では、企画、作文、写真、動画、編集、公開等々が学べるので共通のテーマとし

て採用した。 

   この成果をまとめて「iMovie の使い方 （動画の配置とテロップ編）」のマニュアルを

作成した。 

 

H２６年度 ICT茶論の開催状況は次のとおりである。 

開催数 ２３回 

延べ参加者数 ２８７名 

延べ学生参加者数 ９１名 
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ICT 茶論は以下のように時間を決めて実施している。 

 

ICT 茶論の様子 

 
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）交流会 

  交流会は、隔月（偶数月）の第 4日曜日に行うなど、基準を決めて、参加しやすく工夫し

ている。 

カラオケ、バーベキュー、散歩、食べ歩き、動画鑑賞などなど楽しいイベントをみんなで企画

して行っている。iPhoneや iPadを持参して、動画撮影をしている。 

 

 

 

 

主な内容

15:00 ～ 15:40 めだかの学校　　（疑問の教えあい、情報交換、近況報告など）

15:40 ～ 16:10 今日の振り返り　（各自の発表）

16:10 ～ 16:30 課題研究　　　　（希望者向け、共通テーマのディスカッション）

16:30 ～ 17:00 応用研究　　　　（希望者向け、新アプリ、新技術、新トピックスなど）

時間帯
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（３）iMovie の楽しみ方 自主勉強会 

 iMovieアプリケーションでは、動画制作の企画、作文、写真撮影、動画撮影、動画編集、ナ

レーション、公開の方法等々からなる基礎的な iPad の使い方が総合的に学べるので ICT茶論

の勉強会の共通のテーマとして採用した。 

 

 実施に先立ち、iMovieの操作方法から始まり、動画の制作手順や、撮影時のポイントなど、

工程の全てを大学生に教えてもらった。 

ICT サロンの度に、大学生のサポートを受けて順次制作していき、制作した映像の発表会を行

った。 

iPad で撮影し iMovieを使っての編集は、最初は難しいという声が上がっていたが、これなら

できるという感触をつかんだ様子。 
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項番
質問されたこと
例：カレンダーアプリに予定を
追加する方法がわからない

何がつまずきの原因か
例：「＋」のマークが予定の
追加ボタンだと知らなかった

解決方法の例
例：「+」をタッチし
て、日時と予定名を入力
し、実際に予定を入れて
みた

シルバーの方の様子
例：日時の設定で、数字を上下にス
クロールさせる動きが理解できな
かった

1 撮った写真の編集（逆光）
編集のボタンが分からなかっ
た。逆光を直すボタンがな
かった

マックに入っているソフ
トで直した

編集がわかっても逆光を直す方法が分
からない

2 富山から仙台の行き方を調べた
い

どう調べたらいいかわからな
い

safariで富山　仙台と検
索してジョルダンを実際
に使ってみた

しっかり理解してもらえたように見え
た

3
カメラでスクエアから動かない スクロール、スライド、タッ

プなどのどれがいいか分から
なかった

指を押したまま移動させ
る

タッチペンを使ってみると文字が打ち
やすくなりそう

4
メールが文字化けする。どこで
文字化けしたのか（メーラーな
のか、adobeなのか）

知識不足
原因が複雑で解決できな
かった

納得していないようだった

5 メモリを空けたい
写真、動画をたくさん撮るの
でメモリが足りない

いらないものを削除した
り、PCに移したりする。

6 タップ棒が便利、主婦は指が反
応しにくい

身体的問題 タップ棒を使う 納得していた

7 ツイッターに写真をアップする
方法

写真のマークに気がつかなkっ
た

写真のマークをタップし
て写真を選択

無事アップできてうれしそうだった

8 カメラのズームの方法
指をどう使えばいいか知らな
かった

方法を教えた

9 場所を調べたい
マップアプリの使い方がわか
らない

目的地や経路の調べ方を
実際にやってみせた

まだまだ慣れていないようだ

10 ネットで調べ物をしたい
safariを使ったことがあまり
ない

実際に使いながら説明し
た

家でもできそうだった

11 IDをよく忘れてしまう
ノートにメモしてもどこに書
いたかわからなくなる

12 ツイッターの使い方がわからな
い

まずどこを押したら書き込め
るのかわからない

右上のペンのマークを押
したら出てくる

13 キーボードの方法になれない
あまり触っていなくて打ち込
む機会が少ない

キーボードだけでなく音
声認識を教えた

14 マップの使い方について
全く触ったことがないのでわ
からない

やり方を教えた

ICT茶論で出された質問などの一覧

（４） ICT 活用学習における指導例 
ICT茶論や交流会で出された質問の事例 
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15 アプリのDL
仕組みがわかっていない。ど
こでDLすればいいかわからな
い。

説明してから実際にやっ
てみた。

DLの際IDを要求されるが、どのIDの
ことか分かっていなかった。

16 wifiの使い方
どこで設定できるのか知らな
かった

ホーム画面から操作して
いた

インターネットに接続するのにwifiが
必要なことを知らなかった。

17 思い通りの文字列が打てない
切り替えのボタンがあること
を知らなかった。シフトボタ
ンのことも。

実際に操作してみた

18 iMovieの使い方
Theaterから操作していな
かった

マニュアルを使った

19 メールを別のipadに移す やり方がわからない
サファリでやり方を検索
して設定した

20 初期設定の仕方。 初心者なので分からない。
説明をする。孫にも教
えてもらえるということ
を伝えた。

21 safariの使い方 初心者なので分からない。

22 カメラの使い方 初心者なので分からない。

23 データ整理の方法
8.1へアップデートしたこと
が原因

クラウドの使用をすすめ
た。

24 アップルIDとパスワードの変更
やり方がわからない。途中ま
では出来た

やり方を教えた

25 iOS8.1へのアップデート
どのくらい時間がかかるかわ
からないので不安になってい
た。

40分ほどかかることを伝
えた。

納得していた

26 Webサイトをホーム画面に追加
する

マークの意味を知らなかっ
た。

マークの意味を教えて実
際にやってみた

理解していたが、自分でやるとなると
できるかわからない。

27 機種変更の際のLINEの引き継ぎ
メールアドレスを登録してい
なかった。

登録して引き継いだ 大変そうだった。

28 wifiの設定の仕方
新しく購入したため、以前の
設定が消えた

説明しながら一緒に説明
した

難しくて理解できない様子

29 アップルIDの登録
新しく購入したため、以前の
設定が消えた

市民塾共有のIDを設定し
た

難しくて理解できない様子

30 アプリのDLの仕方
新しく購入したため、以前の
設定が消えた

実際にやってみた 次回からはできそう

31 QRコードはiPhoneで使えるか
コードを読み取るアプリがな
いとできないため

一緒にアプリをDLして使
えるようにした

納得していて次回から使えそうな様子
だった
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以下、参加者が茶論で勉
強したこと

32 コピペのやり方
同じ文字を入力するのが
面倒。

実際にやってみた 納得していた

33
iTuneカードを買うと何が
できるか

AppleIDを作る際に
iTunesカードを要求され
ることがあるが、カード
が何か分からなか た

ネット上で何かを購
入する際に使うと教
えた

理解していたが使うかどうかは
微妙

34
手書き入力ができるように
設定した

変換しても出てこない漢
字がある

ブラウザでやり方を
調べて高齢者に教え
た

35 ツイッターを使いたい
つぶやきアプリでは1件ず
つしか表示されないので
不便

実際にインストール
からやってみた

ID管理が面倒そう

36 初期設定がわからない 初心者で何もわからない
画面の指示に従えば
設定できると伝え、
一緒に設定した

1人ではできなさそう

37
iMovieで作った動画をPCに
移したい

iPadの容量が足りない

38
iMovieの基本操作を教えて
もらった

39
どの種類のキーボード入力
を使えばよいか（かな入
力、ローマ字入力など）

文字入力に慣れていない
やりやすい方法で入
力すればよいと伝え
た

40
動画をツイッターにアップ
したい

ツイッターから直接動画
をアップできない

Youtube経由でアッ
プできると教えた

難しそうだった

41
iPad内の写真・動画を削除
したい

iPadの容量が足りない。
PCから入れたものはPC上
でしか削除できない

42
iPadで動画を見る方法を
知った

43 iMovieの使い方を知った

44 写真のトリミングの仕方
iMovieで使う際に不要な
部分を切り取りたい

実際にやってみた 簡単だと言っていた

45
カメラのアップデートの仕
方
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46 メールの消し方を知った

47
メール、ツイッターのやり
方を知った

iPadを買ったばかりで何
もしていない

実際にやってみた

48
キーボードの使い方が難し
い

49 コピペのやり方を知った
同じ文字を入力するのが
面倒

実際にやってみた 納得していた

50
iPhoneのパスコードが分か
らなくて何もできなかった

レンタル品なのでパス
コードを知らなかった

パスコードを教えた 忘れないようにメモしていた

51
動画がストレージを圧迫し
ているので整理の仕方を
知った

iPadの容量が足りない
不要なものを削除す
るか外部にデータを
移すことをすすめた

削除するのはもったいないとた
めらっていた

52 音声入力のやり方

53
AppleID、パスワードを忘
れてアプリがDLできない

メモをしていなかった
再設定をして分かり
やすくメモをしてお
くようにと伝えた

納得していた

54 iPad内に音楽を入れた
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（５）ネット社会の落とし穴 勉強会 

8月 30 日の、富山市シルバー情報サポータ会の 8月交流会では、いつもの顔の見える交流に

加えて、メンバーから提案のあった「ネット社会の犯罪事例と対処」について富山西警察署生

活安全課長から話を聞く内部の勉強会を行った。 

詐欺の様々の事例（たのんちゃ詐欺、なりすまし詐欺、もうかるちゃ詐欺・・・このキーワ

ードがでたら詐欺を疑いましょう！」、携帯・スマフォ・ネットに潜む危険などの話も含め、

これらのお困り対応に警察相談専用電話#9110が利用できることを知った。  

 

この結果を踏まえて、富山市シルバー情報サポータ会と富山インターネット市民塾の協働企

画でシルバー層を含め広い年代に向けて「ネット社会の落とし穴」のセミナーを開催した。 
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（６）アンケート調査結果の事例 

アンケートは交流会の場、および随時実施している。 

以下に結果の事例を示す。 今後の活動の改善に生かしたい。 

 

 

シルバー情報サポータ活動 利用者アンケート結果  平成27年2月18日実施

（回答数：7名）
「つぶやき」 の利用頻度

「つぶやき」 を読む

1回程度/日 5

2回以上/日 2

「つぶやき」 を書く

1回以下/週 1

2回程度/週 2

毎日 2

あまり書いていない 2

サポータからの情報

役立つ 5

あまり役立たない 1

未回答 1

iPhone・iPadの活用 （複数回答あり）

ｺﾐｭﾆｹ 2

ｲﾝﾀｰﾈ 5

その他 4

新しい活動への関心

次の世 5

社会の 1

その他 2

サポータに期待する応援

資料編 2

講座運 1

学習会 2

2

その他の意見

・拍手が多すぎる。何のための拍手？意味がある拍手をして下さい
・iPadを教えて頂けるので、とても感謝しています。これからもよろしくお願いします。
・つぶやく方が限られてしまっている様な感あり。新入会の方は、入られそうにもない雰囲気。

その他

コミュニケーションの新しい方法として役立てる
ことができた

インターネットの閲覧、地図などの情報活用

その他（写真撮影、アルバム作り等）

その他

経験、知識を発信するインターネット用資料（コ
ンテンツ）の編集・制作
その資料を利用したインターネットによる市民講
座、またはサークルの運営

その資料を利用した学習会（ｽｸｰﾘﾝｸﾞ）の運営

積み重ねてきた経験や知識を、分かりやすく次
の世代に伝えたい
見守りが必要な高齢者に、iPadを使ってふるさとの

ことや町中の動き、社会の動きを伝えたい

71%

29% 1回程度/日

2回以上/日

14%

28%

29%

29%
1回以下/週

2回程度/週

毎日

あまり書いていない

72%

14%

14%
役立つ

あまり役立たない

未回答

2

5

4

0

1

2

3

4

5

6

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ その他

5

1

2

0

1

2

3

4

5

6

次の世代へ 社会の動き その他

2

1

2 2

0

1

2

3

資料編集 講座運営 学習会運営 その他



14 
 

３． 富山市シルバー情報サポータ活動の普及及び啓発 
 

（１）平成２６年度 e-toyama推進協議会プロジェクト実施報告 

  富山市での活動の成果を生かして、各地への普及を図る活動を進めています。 

プロジェクト・テーマ  

タブレット等 ICTを活用した高齢者の QOL向上活動の普及 

 

1)プロジェクトの目的 

県内外への類似活動を普及する

ために、富山市での活動を事例

として「活用マニュアル」およ

び「運用手引書」を作成する 

・高齢者の ICT 活用の動機、活用効果、社会参加や仲間と

のつながり等のニーズを分析し、QOL 向上に効果的な

ICT 活用のための学習プログラムを試行的に実施すると

ともに、実施結果をもとに「活用マニュアル」を作成す

る。 
・活動のための設備、サポータ会の設立や事務局のフォロ

ーなど運用体制の整備、交流会、ICT 茶論（サロン）な

ど、富山市での実際の運用を事例としてまとめ「運用手

引書」を作成する。 
地域内外への普及啓発を図る ・より多くの高齢者が活動に参加するよう、地域内外に活

動を紹介し、参加を受け入れる。 
・他の地域への普及に資するため、富山市以外の地域にお

ける課題を分析し「運用手引書」に反映する。 

 

 

2)プロジェクトメンバー及び役割、体制 

 

・柵 富雄（NPO 地域学習プラットフォーム研究会理事長） 
  担当：プロジェクトの総括 
・石井 達也（富山市福祉保健部長寿福祉課課長） 
  担当：情報提供、評価、調査協力 
・日名田雪絵（立山町地域包括支援センター） 
  担当：情報提供、評価、調査協力 
・池田 崇人（富山大学人間発達科学部山西研究室） 
  担当：タブレット等の活用教育の実施、情報収集、活用マニュアルの作成 

 ・能作 靖雄（シルバー情報サポータ会会長） 
  担当：情報提供、調査協力、サポータ研修 

 ・シルバー情報サポータ会会員  担当：情報提供、調査協力、マニュアル作成支援 
 
 ・事務局：NPO 地域学習プラットフォーム研究会 熊野和夫、川口貴子 
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3)プロジェクトの活動実績 

項

番 

活動計画 活動実績 

１ 

 

プロジェクト会議を開催して高

齢者の QOL向上に関する意見、

普及に関する意見を集める 

・第１回目 平成２６年７月７日（月）  

 出席者７名 

・第２回目 平成２７年３月４日（水） 

出席者９名 

詳細は議事録（添付資料）を参照 

２ 高齢者の ICT活用を促進する学

習プログラムを開発し実施す

る。 

実施による評価をふまえ、「活用

マニュアル」を作成する。 

・ 高齢者が気軽に参加し ICTの活用方法をお互いに

学び合う「ICT茶論（サロン）」を、毎月２回定期

開催した。（延べ参加者数 ２８７名） 

毎回の「ICT茶論（サロン）では、富山大学人間発

達科学部の支援を受け、同、学生チームがサポート

にあたった。（延べ参加学生数 ９１名） 

・ 高齢者の ICT 活用を促進する試みとして、映像を撮

影し編集して発表する学習を取り入れた。 

この学習は、「ICT茶論（サロン）」の中のプログラ

ムとして組み入れ、富山大学の学生チームが指導に

あたった。（延べ１９回） 

・ 高齢者の特殊詐欺被害が急増する中で、ICT の活用

による被害につながらないよう、富山西警察署より

講師を招き、「ネット社会の犯罪事例と対処」と題

した勉強会を開催した。 

・ これらの実施結果をふまえ、前年度に作成した

「iPad 活用マニュアル」に、効果的な学習プログ

ラムを反映し改版した。 
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３ 高齢者が ICTを生活の中で活用

し、地域社会への関心を高める

とともに、人とのつながりを持

ち、地域コミュニティに積極的

に参加するよう支援する。 

支援の記録をもとに、「運用手引

書」を作成する。 

・スマートフォン、タブレットの「つぶやき」アプリ

を活用して、高齢者の傾聴活動と、高齢者のコミュニ

ティ形成を継続的に支援した。 

（つぶやき延べ発信数 10,132 件） 

・「つぶやき」を通じて、ICT を活用する上での課題

や、生活上の質問、回答の交換、支援を行った。これ

らの支援の記録をもとに、前年度に作成した「運用手

引書」の見直しと改版を行った。   

４ より多くの高齢者が活動に参加

するよう、地域内外に活動を紹介

し、参加を受け入れる。 
また、他の地域への普及に資する 
ため、富山市以外の地域における 
課題を分析し「運用手引書」に反 
映する。 

・口コミや事務局からの呼びかけにより、活動への新

たな参加を受け入れた。（期間中新規参加者数 ６人） 

・エイジレスとやまエキスポ 2014（富山県主催）にブ

ース展示とステージ報告を行った。 

 平成２６年８月３日（富山大学黒田講堂）・富山の

元気ボランティア・NPOフェスティバル（富山県ほか

主催）にブース展示を行い、広く活動を紹介した。 

 平成２６年１０月１８日（富山市グランドプラザ）、

同、１０月２５日（サンシップとやま） 

・東京大学ほかで構成する「アクセシビリティ研究会」

の視察調査を受け、富山市での活動状況と効果につい

て意見交換を行った。 

 平成２６年１２月９日、７名、市民塾事務局 

・大阪茨木市「シニアカレッジ」の視察調査を受け、

活動の見学があった。 

 平成２６年１２月３日、２名、市民塾事務局 

・これらの実施結果をふまえ、前年度に作成した「運

用手引書」に、効果的な学習プログラムを反映し改版

した。 

4)プロジェクトの実施評価と今後の課題 

 ・QOL 向上についての効果 

   定期的に実施している利用者アンケートでは、「積み重ねてきた経験や知識を、分かりやす    

  く次の世代に伝えたい」という回答が多く、ICTを活用することにより社会参加を促進する 

  効果が認められる。 

   「外出回数の増加」については、短期間では増加傾向は見られなかった．今後、活動の当 

  初からの推移を分析することで、傾向を確認したい。 

 ・高齢者のコミュニティ形成 

   日常、いつでも簡単に情報を交換できる「つぶやき」は、月２回開催される「ICT茶論（サ 

  ロン）」で顔を合わせている者のみ授受できるもので、知っている人がいつでも見ていてくれ 

  るという安心感につながっている。 

   この「つぶやき」のアプリは、他の地域からの求めがあれば提供することにしている。 
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  ただし、その運用管理を行う担当が必要である。（新規／退会管理、アプリ更新の指導等） 

   月２回の ICT茶論（サロン）」は、高齢者がお互いに教え合うコミュニティを育てる重要な 

  役割を果たしている。 

   各回の進行・運営は、シルバー情報サポータ会の会長、役員と事務局のフォローによると 

  ころが大きい。具体的な活動の事例を「運用手引書」に収録しているので、新たな活動の立 

  ち上げに役立てていただく。 

 ・急速に進むネット社会への対応 

   何でも気軽に聞くことができる関係を持つことは、一人暮らしの高齢者にとって、新たな 

  効果を生もうとしている。今年度に１回のみ行った「ネット社会の犯罪と事例」勉強会の講 

  師を勤めた、警察署生活安全課長は、「被害に合う高齢者に共通することは、相談できる人の 

  関係を持っていない、あるいは薄いことにある。その点、富山市のこの活動の様子を目の当 

  たりにし、このような活動が、これから高齢者の犯罪被害を少なくすることに大きな役割を 

  果たす事が期待できる。」との感想を持っている。 

   なお、同勉強会をきっかけに、県全域に呼びかけて「高齢者ネットトラブル啓発セミナー」 

 （e-Toyama推進協議会ほか主催）を開催した。 

 ・今後の課題 

   活動の成否は、いつでも身近に使える ICTと、人のつながりを育てる運営にある。また、 

  ネットトラブル、特殊詐欺など、ICTの活用に伴う安心・安全な生活は、QOLの一つの要素と 

  して見ることができる。 

   富山市での活動を積み重ねていく中で、さまざまなケースを事例として積み重ねていくこ 

  とが重要である。本プロジェクトは、その積み重ねを広く共有していくための活動として役 

  割を果たしていきたい。 

     

5)プロジェクトの成果物 

項番 区分 成果物の活用対象者 ページ 

1 ICT活用マニュアル 高齢者等の ICT利用者 ９０ 

２ 
ICT活用マニュアル

（映像制作） 
高齢者等の ICT利用者 ３４ 

3 運用手引書 
運営体関係者、事務局、コミュニティーグループ推進

等 
６０ 
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（２）エイジレスとやまエキスポ 参加 

日時： 平成 26年 8月 3日（日） 

会場： 富山大学 黒田講堂 

主催： 富山県 

エイジレスとやまエキスポ 2014 「輝こう！60 代から始まるセカンドライフ」をキャッ

チフレーズに、日頃からの富山市シルバー情報サポータ活動の状況を来場者に紹介した。 

   当日は、富山市シルバー情報サポータ会の会員、富山大学生が説明役を担当した。 

   
 

 

 

 

 

 

 

 
（３）富山の元気ボランティア NPOフェスティバル 参加 

 来場者数 約 400名 

主催：第 26回富山県民ボランティア/NPO 大会実行委員会  

共催：ボランティア活動推進富山県民会議 

 

日時：10月 18日（土）10:00～18:00 

場所：グランドプラザ、サンシップとやま 

シルバー：4名 

学生：    2名 

相談者： 10名 
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日時：10月 25日（土）10:00～17:00 

場所：サンシップとやま 

シルバー：5名 

相談者：  7名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（４）高齢者のネットトラブル啓発セミナー 共催 

日時： 平成 27年 3月 4日（水） 

会場： 富山大学 人間発達科学部第 3棟 4階 341 

主催： eToyama推進協議会、富山大学、富山インターネット市民塾、 

NPO法人地域学習プラットフォーム研究会、富山市シルバー情報サポータ会 

内容： 講義「特殊詐欺被害の現状とネットを使った手口」 

          富山県西警察署生活安全課 課長 水名 健氏 

参加者：約 40名 

富山市シルバー情報サポータ会はほかの団体と連携して、インターネット関連の特殊詐

欺への対応に関するイベントを共催した。 

富山市シルバー情報サポータ会では iPhone や iPadなどタブレットを活用している。今回

はこれらタブレットを利用している者に対して DVDを使って事例を説明され、参加者は熱

心に聴講した。なお、当日の DVDを借用して、欠席者に見てもらうなどこの機会を活用す

ることにしている。 
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４．富山市シルバーサポータ会の自主的な活動の様子 

４．１ ふるさと元気の基本的な考え方 

 
（１） 本会は、ICT を利用して、シニアの交流（雑談・談義/生活の知恵）を広げる場です。

新しい会員を増やし会員の交流の輪を広げます。 
交流には ICTを利用しますが ICTを使いこなすための技術研鑽の場ではありません。 

 
（２） 会員相互の交流のための３つのツールの位置づけ 

①  交流ツールの中心は、＜ふるさと元気のつぶやき＞です。 
会員限定のつぶやきで、楽しい交流ができるように努めます。 
一般のツイッターとは異なり、ふるさと元気登録会員限定 
記名つぶやき交流ですので、それなりのマナーをお願いします。 

②  その「つぶやき」をするために ICT を利用しますが、 
新しい人達でも気軽に取り組めるように一人一人個別に 
つぶやくための初歩的な技術問題を解決する場として ICT 茶論を活用します。（会

員の個別問題の解決とその水平展開） 
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・ 技術的なサポータとして富山大学の学生さんの支援を受けることを通じてフ

レッシュマンとの交流を図ります。 

・ 学生さんのサポータは ICTの先生としてではなく、シニアが困っている問題を

一緒に解決するように努めて頂く。 

・ 学生さんは、シニアがどんなことで困っているのかを把握し、それを解決する

ためには、自分に、どんなスキルが必要か、を身につけて戴きます。（アンケ

ート可） 

・ このような活動を通じて、出来たら「新会員向けふるさと元気導入マニアル」

の作成できればと願っています。 

・ ふるさと元気のシニアの活動（交流の輪を広げる）が学生さんの学業（単位の

取得）と、どのように関わるかは学生さん自身の問題として私たちシニアは関

知しません。 

また、学生さんが論文作成などに必要という理由でシニアが何かをすることはあ

りません。私たちが、ふるさと元気の活動として、やっていることが論文などの

データーとして活用されても結構です。 

③  （１）（２）が円滑になるように、「顔の見えるつぶやき」として交流会を開催

します。 

交流会には、特に会則やルールなどは設けませんが、参加メンバーが楽しく、顔

を見ながら、つぶやいて交流をします。 

注：会場費やイベント費などが必要な場合、必要額を参加者が応分に負担するこ

ととします。 

―――――――――――――――――――――――――――――ここまで 

４．２ サポータ研修会後の意見交換事例 

 第 2回富山市シルバー情報サポータ研修会（参加者 5名）での意見交換の事例より 

 

(1)富山市シルバー情報サポータ活動全体について 

講師：  一番の目的は情報を提供して、ITはおもしろいと思っていただくこと。情報を見て

外に出る、一歩踏み出してもらうことが目的なので、使い方に重点をおくとしんどい。 

   手紙や電話でコミュニケーション、お茶を飲みながら「つぶやき書いてみませんか」と

いうのでもよいのではないか。 

事務局 A：  実際に会うのか？人によって対応が違うのはまずい。 

講師：  そのへんはガイドラインを設定しないといけない。 

参加者１：  一人のサポータに集中するとまずい。 

事務局 A：  サポータの声かけによって傷つく方もいるし、何も感じない方もいる。男性に

は OKでも女性では×という場合もある。捉え方が違うことに気をつけないといけない。 

参加者２： 文字だけだと情報が少ないが、電話やお茶することで、表情がはっきりし好き嫌

いが出てくるような気がする。 

事務局 A：  ｅメンタのメンタリングのときは深くかかわってはいけないということでやっ

てきた。みんな平等に支援するという形をとらないといけない。 
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参加者２：  サポータの方も、しょっちゅう頼られたりしても負担になる方もいる。 

 

(2)自己紹介を行う事について 

事務局 A：  慣れていないとできない。最初に何と何を言ってください、とした方が自己紹

介しやすい。 

講師：  自己紹介のときに盛り込んでほしいというものはありますか。 

参加者１： 女性だから聞いたらいけないということではなく、知っておかなければいけない

情報。男女・年齢。 

参加者２：  一人暮らしかどうか。 

参加者２：  車などの交通手段があるかどうか。 

参加者２：  車かタクシーか、歩いていける範囲か。情報提供にも必要になる。 

参加者１：  移動手段は何ですか。ですね。 

講師：  あとパソコン・携帯を使ったことがあるか。 

参加者２： 一番のメリットかと思うのは、触らないうちからこういうのはだめと拒否反応を

起こすのではなく、おもしろいと思ってもらえることが足がかりになる。 

事務局 A：  自己紹介のときに何をしたいのか、ここまで使いこなしたいというのがあれば

言ってもらいたい。低い思いの人と高い思いの人がいる。 

事務局 B：  サポータのレベルも合わせないといけないのではないか。 

参加者２：  初めてのときに４時間やって感じたのは、サポータのレベルはすごく差がある

ということ。私はみんながすごいなと思った。 

事務局 A：  いろんな人がいることによって、サポータの意見交換によってシルバーの気持

ちがわかる。全員が知っていたら、知らない人の気持ちがわからない。 

講師：  サポータのレベルは広いほうがいいのかもしれない。いろんな人がいてみんなが勉

強になり、安心感がある。 

事務局 A：  機種を使える人と、気持ちがわかる人。 

参加者２：  サポータではあるけど、サポートされていると感じた。 

事務局 B：  全体の情報はシルバーのほうが多い。経験・情報を持っていらっしゃる方とう

いことを考えて対応しないといけない。つぶやきの中でひっぱりださないといけない。 

参加者２： 高齢者は今までの培った経験があるので、他にはない知識があるとしたら、スカ

イプのような情報提供があるといい。ミニ講習をお願いしたりというのがあれば、今ま

での経験を活かせてやりがいがあるし、私たちもありがたい。今も求められているとい

う自信につながり、アクションにつながる。 
 

※対応ワークシートからのコメント 

・趣味、興味のあること、住所、運転、もよりの駅、パソコンの使用経験、パソコン環境の有

無（家族の経験） 

・趣味と興味のあることを聞いてみる。 

・お住まいを聞く。 

・車など移動手段はあるか。 

・家族構成を聞く。 



23 
 

・所在地 

・好きなこと 

・聞きたいことを与え、言ってもらう。 

・目標を聞く。 

・相手の興味や意欲がわくように話し、相手の事を引き出す。 

・相手の操作レベルを知りたい。 

・アイフォン（このツール）のすばらしさを伝える。 

 

(3)iPhone 等の使い方について 

参加者１：  タッチを長く押すとぶるぶる震えるというところで困った。 

講師：  前回のときには、書いたものがあるとよいという意見が出た。11月 3日なので今か

ら準備して本格的なものは作れないが、簡単な流れを作る。写真を入れたものを Word

で掲示板においておくので、ご自分のツールとして使ってください。 

    参加者１さんから聞かれたのが電気代、一回の充電でどれだけ使えるかということ。 

参加者１：  一日おきに充電するんですよとか。電源が切れていると読めなくなる。 

講師：  つぶやき以前に基本的な説明が必要。生活の一部にしてもらうためにプリントにし

ます。 
 

※対応ワークシートからのコメント 

・充電の電気代、何日持つか、充電間隔、画面のタッチの仕方。 

・必要な（特に使う部分のみ）ことだけ。 

・困ったとき、どうするかが必要 

・トップ画面のソフト、必要なものだけになるのか。 

・例えで伝える。 

・マニュアルがあるとよい。紙があると安心するのでは。 

・あわてて焦りを感じても、落ち着かせるように声かけする。 

 

(4)情報提供について 

講師：  提供された情報を全部打たないといけないのか。検索はできるのかという意見があ

った。 

参加者１：  情報はいつ届くのか。一週間前にわかるのか、前日にわかるのか。 
 

※対応ワークシートからのコメント 

・検索（相手に知らせるのに必要） 

・北日本新聞からの情報がいつくるか。 

・おでかけ情報は検索（キーワード・ジャンル等）できないか。 

・イベント内容は引用できない？ 

・内容は分かり易く、短い文でまとめてから。 

・おでかけ情報の中で、単語項目で検索できたらよい。 

・サポータは、街なかの細かい情報を伝える。 
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・充電、立ち上げも含め習慣化する。（毎日はプレッシャーになるかも？）休日を作る。 

 

(5)声掛けについて 

講師：  とにかく毎日習慣をつくるということで、まず見てもらうということがありました。 

参加者１：  「事務局に電話する」を押したら、どこにかかる？ 

参加者２：  シルバーからもサポータからも市民塾にかかる。 
 

※対応ワークシートからのコメント 

・特定（担当）のつぶやきだけ選べないのか。すぐ分かれば対応が早くなる。 

・新しい未読 0件は本当？押してもすぐに出ない。 

・携帯のように新着メッセージ 

・表現を分かり易く。感情がわかりやすいなど･･･ 

・返信の項目があるとよいですね。 

・「返信ありがとうございます」の候補があるとよいです。 

・別の操作中にもメールが届くとよいですね。（新着メール案内がほしい） 

・何度でもシルバーに声かける。 

・事前に情報を与え、かつ当日のフォローもする。 

・お手紙のうれしさを感じてもらう。 

・自分（シルバー）の必要性を感じてもらう。 

 

(6)iPhone 等の使い方の質問 

※対応ワークシートからのコメント 

・困ったときの対応 

・“押す”一つにしても、長押し・軽く押す・押しながら等･･･何かに例えるとよい？ 

(7)その他 

参加者３：  定型文に富山弁を入れたらどうか。 

参加者２：  富山弁は難しい。県内民放局のアナウンサーをやったが半年やっても話せなか

った。 

参加者１：  高岡と富山でも違う。丁寧な言葉、お年寄りにわかることばでやる必要がある。 

参加者２：  相手に「えっ」と思われるようなことをやわらかい言葉で富山弁を入れてもら

うとよいのでは。 

講師：  富山弁というカテゴリを提案しています。定型文で増やすものはありますか。 

事務局 B：  たくさんあります。 

講師：  なぁーん、があるといい。 

事務局 A：  方言はしゃべる文にはいいが、文にすると難しい。 

参加者１：  使える人は使ったほうがいい。自分の話している言葉がそのまま文章になるの

はよい。標準語で書かれるとよそもののような気がする。 

講師：  システム部門に確認してみます。  前回、顔文字があるとよいという意見が出ま

した。 

参加者２：  私は顔文字を絶対に使わない。笑っているとあきらかにわかるものはよいかも
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しれない。 

参加者１：  悲しかったなどのマイナスのものはだめ。笑っているもの。 

事務局 B：  言葉だけでニュアンスは伝わらない。 

参加者２：  私たちの世代でも嫌だと思う。知っているけど使いたいとは思わない。 

事務局 B： 参加者２さんはボキャブラリーも豊富だからよいが、なかなか伝えられないとき

は顔文字があるとよい。 
 

※対応ワークシートからのコメント 

・平等に声かけする 

・シルバーとサポータ間のレベルに開きがあると続かない。シルバーのレベルに合わせてサポ

ータを選ぶ。 

・初期画面レイアウトに工夫を。ふるさと元気のアイコンが見えない。 

・初期画面の統一。大きさ。 

・定型文を富山弁にしてみる。（文章の冷たさが軽減する？） 

・文字が小さい。照明が暗い？ 

・ネチケット同様、モラル等、結局人と人とのものになるので注意は必要だと思う。 

・相性 

・距離感 

・音が鳴るとよい？ 
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４．３ 役員会の事例：「ふるさと元気」ぶらり交流会 第一回役員会 
 

「ふるさと元気」ぶらり交流会 
第一回 役員会 

平成 XX 年 5 月 21 日（火） 
於：市民塾事務所 16：45～17：45 

 
１． 本交流会の狙い 
  「ふるさと元気」プロジェクトは、今後の更なる高齢者人口の増加に鑑み、高齢者がそれ
ぞれ過去の経歴や居住地に関わらず「ICT つぶやき」のシステムを利用して繋がりを持つこと
で、自らの QOL（生活の質）を高められるような交流を目指します。単に、ICT 上の文字情報
を共有するだけではなく、顔の見える関わりが出来るよう定期的に気楽な交流を楽しみます。 

また、本交流会は ICTの便利なシステム作りや上手な利用法を模索するためにサポーター
だけの知恵に限らず、幅広い人材の支援を仰ぎながら試行錯誤を重ねてゆきます。 

 
２．平成 XX 年度の役員の構成と役割分担（案） 

 行 事 内 容 会長 副 
会長 

副会長 
前会長 

会計 企画 
調整 庶務 事務 

局 

役
員
分
担 

担当者名 XX XX XX XX XX XX XX 

主  務 
・会の 

運営 
・対外  

窓口 

・司会 
・企画 
 

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ 
部外 
ｲﾍﾞﾝﾄ 

・集金 
・会計 
ｲﾍﾞﾝﾄ 

ｲﾍﾞﾝﾄ 
隠し芸 
連絡 

会場 
準備 
会計 
監査 

連絡 
調整 

１ 開催日程 ◎      ○ 

２ 会場の確保      ◎ ○ 

３ 会費の徴収と管理    ◎  ○ 
会計監査 

 

４ 予算案の作成 ◎ ○ ○ ○ ○ ○  

５ 催  事   ◎ 
勝手イ 

○ 
ｲﾍﾞﾝﾄ ◎   

６ 

交流会の司会 
・ 事務局連絡  
・ 2 分間つぶやき（元気だ茶） 
・ ICT 面白利用法/困り事 
・ 隠し芸 / 生活の知恵（1 名） 
  楽しみ方・観賞の仕方を学ぶ 
  「ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄﾚｯｽﾝ」 

 
 

全員 
 
 

◎ 
 
 
○ 
 
 
 

   
 
 
 
◎ 
企画 

  
○ 

７ 

7.1  交流会の日程 
交流会冒頭に各自 2 分間つぶやく 

7.2 ICT 茶論の日程 
   
 
7.3  交流会 5 月隠し芸・生活の知恵 

美肌茶論 
 

CIC 
 

 
111 ﾋﾞﾙ 

 
 

CIC 

5/29 
 

5/21 

6/26 
 

6/4 
6/18 

 

7/24 
 

7/2 
7/16 

休み 
 

8/6 
8/20 

9/25 
 

9/3 
9/17 

10/23 
 

10/2 
10/16 

 
本日の役員会で以上の内容について話し合い、決定しました。 
交流会の内容は、形式に因われずみんなが楽しめる話題を提供する場とします。 
交流会冒頭に各自２分間スピーチをお願いします。 
個人的な ICT の使い方や不明点は ICT茶論で検討をお願いします。 
交流会では ICTの面白い使い方などエピソードなどをご紹介ください。 
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５．各種様式 (A)富山市シルバー情報サポータ活動 利用者アンケート 
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３．３ シルバーからみた ICT 習得の課題 

 

（１）シルバーからの質問の例 

 初心者がタブレットの使用を開始すると、基本的なことが理解されないので書き物 1枚でも

準備して基本事項を習得してもらう必要がある。 

勉強会の場では操作できても自宅に帰るともうわからない場合も多い。 

 さらに、疑問が更なる疑問を誘導する場合が多い。 

不明点はメモで質問してもらうようにしてきた。 

 

（２）アドバイザーからの指摘の事例 

 

シルバー情報アドバイザーから以下の主旨の指摘があった。 

 

１．最近のつぶやき内容についていけない。 

  ・一部の「iPhone おたく」の会話になっている 

  ・分かりにくい言葉使いをしている 

  ・シルバーは内容が理解できない 

   これは、シルバーに理解しろと暗に指示しているのか 

 

２．サポータ間の手短な連絡手段になっている 

  ・必要なら別の場（掲示板）での交流をしてほしい。 
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第２回研修会： 実践編 

（B）実習ワークシート 

 


	-富山市シルバーサポータ活動の実践例より−
	２　富山市シルバー情報サポータにおける平成２６年度の活動状況
	２．１　富山市シルバー情報サポータ会の会員

	２．２　ICT茶論、交流会の実施状況
	（１）ICT茶論参加者の声
	（２）交流会
	（５）ネット社会の落とし穴　勉強会
	（６）アンケート調査結果の事例

	３．　富山市シルバー情報サポータ活動の普及及び啓発
	（２）エイジレスとやまエキスポ　参加
	（３）富山の元気ボランティアNPOフェスティバル　参加
	（４）高齢者のネットトラブル啓発セミナー　共催
	４．２　サポータ研修会後の意見交換事例
	５．各種様式　(A)富山市シルバー情報サポータ活動　利用者アンケート

	３．３　シルバーからみたICT習得の課題
	（１）シルバーからの質問の例


	（４）　ICT活用学習における指導例

